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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
調
査
結
果

　

４
月
23
日
︵
月
︶
～
25
日
︵
水
︶、﹁
東
三
河
広
域
協
議
会

被
災
地
調
査
派
遣
チ
ー
ム
﹂
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
田
原
市
か
ら
は
、
副
市
長
と
市
民
環
境

部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
調
査
概
要
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︽
調
査
概
要
︾

　

被
災
地
調
査
派
遣
チ
ー
ム

は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
石
巻

市
、
南
三
陸
町
、
岩
手
県
陸

前
高
田
市
を
訪
問
し
、
次
の

点
に
つ
い
て
、
被
災
自
治
体
の

聞
き
取
り
調
査
や
、
現
地
の

被
災
状
況
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

◉
調
査
項
目

●
災
害
か
ら
の
復
興
状
況

●
災
害
廃
棄
物
の
処
理
状
況

●
被
災
自
治
体
と
し
て
の
要

　

望
な
ど

︽
調
査
報
告
抜
粋
︾

❖
被
災
自
治
体
業
務
を
、全
般
に
わ
た
り
物
的
・
人
的
に

支
援
し
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。

❖
原
則
と
し
て
、が
れ
き
は
発
生
地
域
で
の
早
期
処
理
を

計
画
化
し
、そ
れ
を
促
進・支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

❖
い
ず
れ
の
自
治
体
も
、が
れ
き
は
自
区
内
処
理
を
最
優

先
に
、自
ら
の
地
域
で
解
決
で
き
る
も
の
は
自
ら
で
解
決

す
る
と
の
強
い
決
意
と
自
負
を
持
ち
取
り
組
ん
で
い
る
。

❖
放
射
能
汚
染
に
係
る
基
準
を
設
定
す
べ
き
事
態
が
生

じ
た
場
合
は
、改
め
て
調
査
と
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
東
三
河
地
域
の
８
市
町

村
で
構
成
す
る
東
三
河
広
域
協
議
会
と
し
て
、
今
後
の

被
災
地
の
支
援
に
つい
て
検
討
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
調
査
報
告
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

﹁
地
域
の
宝
︵
旧
小
塩
津
保
育
園
の
桜
︶﹂

　
　
　
　
　
　

元
小
塩
津
自
治
会
長　

古
川
美み

さ
か栄

さ
ん

　

旧
小
塩
津
保
育
園
に
あ
る
桜
の
老
木
が
、
今
年
も
満
開

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
桜
は
、
昭
和
29
年
１
月
、
地
元
の
古
川
勇
氏
ら
に

よ
り
、
伊
良
湖
岬
地
区
で
最
も
早
く
開
園
し
た
小
塩
津
保

育
園
の
園
庭
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
昭
和
42
～
46
年

度
ま
で
同
保
育
園
の
園
長
を
務
め
た
古
川
勇
氏
が
、
こ
の

こ
と
を
詠
ん
だ
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
苗
を
買
ひい

此こ

の

手
で
植
へえ

し
桜
木
の
幾
千
代
ま
で
も
咲
い
て
栄
へえ

よ
」。
こ

の
歌
か
ら
は
、
同
氏
が
こ
の
桜
を
通
し
て
小
塩
津
地
区
の

さ
ら
な
る
繁
栄
を
願
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
か
つ

て
の
保
育
園
の
面
影
を
し
の
ぶ
も
の
は
、
今
で
は
こ
の
桜

の
木
だ
け
で
す
が
、
道
路

の
拡
幅
に
よ
り
、
一
部
を

残
し
て
切
ら
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た

桜
の
木
。
そ
の
満
開
の
美

し
い
桜
を
、
し
っ
か
り
と

目
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。
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４
ペ
ー
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●

地
域
が
守
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

︻
人
口
・
世
帯
︼⋮
Ｈ
24
年
３
月
末
現
在

１
３
２
０
人
・
３
７
０
世
帯

︻
概
要
︼

市
の
南
東
部
に
位
置
す
る
農
耕
地
帯
で
、

南
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
ま
す
。
２
つ
の
自

治
会
が
１
つ
の
自
主
防
災
会
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
訓
練
内
容
や
参
加
者
の
固

定
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

︻
人
口
・
世
帯
︼⋮
Ｈ
24
年
３
月
末
現
在

３
９
４
４
人
・
１
２
２
１
世
帯

︻
概
要
︼

市
の
北
中
部
に
位
置
し
、
北
に
三
河
湾
を

望
み
、
三
方
に
緑
豊
か
な
山
々
が
連
な
っ
て

い
ま
す
。
低
地
が
多
く
、
８
つ
の
自
主
防

災
会
で
は
、
津
波
か
ら
の
避
難
が
最
重
要

課
題
と
な
って
い
ま
す
。

︻
取
り
組
み
テ
ー
マ
︼

﹁
実
践
的
で
楽
し
く
で
き
る
防
災
活
動
！

　
気
軽
に
参
加
で
き
る
防
災
活
動
！
﹂

︻
主
な
取
り
組
み
内
容
︼

₁
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
₂
家
具
固
定
講
習

会
₃
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
説
明
会

₄
非
常
用
持
出
袋
の一
括
購
入
な
ど

　
　
　
　
　
　
︻
取
り
組
み
成
果
︼

消
火
訓
練
や
土
の
う
作
り

な
ど
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
活
動
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
校
区
住
民
へ
の
意
識

啓
発
が
で
き
ま
し
た
。

︻
今
後
の
目
標
︼

気
軽
に
参
加
で
き
る
訓
練

や
講
習
会
を
開
催
し
て
い

く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

木
造
住
宅
耐
震
診
断
の

普
及
・
啓
発
を
行
い
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

︻
取
り
組
み
テ
ー
マ
︼

﹁
津
波
避
難
の
徹
底
！
課
題
に
対
す
る

　
効
果
的
な
防
災
対
策
！
﹂

︻
主
な
取
り
組
み
内
容
︼

₁
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
₂
津
波
避
難

訓
練
₃
防
災
台
帳
・
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新

₄
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
₅
家
具
固

定
講
習
会
な
ど︻

取
り
組
み
成
果
︼

地
区
ご
と
に
津
波
の一時
避

難
場
所
を
決
め
、
避
難
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

校
区
住
民
へ
の
避
難
の
周

知
徹
底
が
で
き
ま
し
た
。

︻
今
後
の
目
標
︼

津
波
避
難
訓
練
を
今
後

も
継
続
的
に
行
う
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
効
果
的
な
対
策

を
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て

行
い
ま
す
。

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
１
】　

大
草
校
区

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
２
】　

泉
校
区

田
原
市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成

23
年
度
の
『
自
主
防
災
活
動
重
点
支
援
地
区
』
と
し
て
、
大
草
校
区
と
泉
校
区

が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８
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◦家具固定講習会

◦津波避難マップ作成
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地域
発!

伊
良
湖
校
区
は
、
渥
美
半
島
の
先
端

に
位
置
し
、
風
光
明
媚
な
自
然
環

境
と
名
所
旧
跡
な
ど
の
歴
史
や
文
化
が
豊

か
な
、
市
内
で
最
も
小
さ
な
校
区
で
す
。

伝
統
あ
る
お
祭
り

❖
御お

ん
ぞ
ま
つ
り

衣
祭

　

桜
の
花
が
残
る
４
月
中
旬
、
毎
年
、
伊

良
湖
神
社
で
は
﹁
御
衣
祭
﹂
が
行
わ
れ
ま

す
。
参
道
の
両
脇
に
は
た
く
さ
ん
の
露
店

が
並
び
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
参
拝
者
や
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
参

道
を
歩
く
と
懐
か
し
い
人
に
出
会
い
、
声

を
か
け
合
う
風
景
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

御
衣
祭
は
、
三
河
大
野
で
採
れ
た
蚕さ

ん

糸し

を
織
っ
て
、
伊
勢
神
宮
に
お
ん
ぞ
料
と
し

て
献
じ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
伊
良
湖
神
社
は
女
性
の
神
様
で
、
神

事
が
行
わ
れ
る
神
殿
の
中
に
は
男
性
し
か

地
域
の
話
題

伊
良
湖
校
区

伝
統
と
美
し
い
自
然
を
次
世
代
へ

▲無病息災を祈って（ごせんだらまつり）

伝
統
あ
る
お
祭
り
の
伝
承
と

美
し
い
自
然
を
守
る
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

入
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
日
、
地
区
の
女
性
た

ち
は
習
わ
し
に
従
っ
て
、
は
さ
み
や
針
を

手
に
せ
ず
、
漁
民
た
ち
は
船
の
安
全
を
祈

る
守
護
神
の
「
船ふ

な

札ふ
だ

」
を
受
け
ま
す
。
以

前
は
、
旧
暦
の
４
月
14
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
４
月
の
第
３
日
曜
日

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

❖
ご
せ
ん
だ
ら
ま
つ
り　

　

大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
行
わ
れ
る

火
祭
り
﹁
ご
せ
ん
だ
ら
ま
つ
り
﹂。
飛
び

散
る
火
の
粉
を
浴
び
て
身
を
清
め
、
燃
え

上
が
る
炎
を
飛
び
越
え
る
男
た
ち
の
迫
力

に
誰
も
が
息
を
の
み
ま
す
。
そ
の
勇
者
た

ち
と
一
緒
に
、
豊
漁
や
無
病
息
災
な
ど
、

新
し
い
年
の
平
安
を
祈
り
ま
す
。

　

伊
良
湖
神
社
の
伝
統
あ
る
お
祭
り
に
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▲多くの参拝客が訪れる伊良湖神社（御衣祭）

ふ
る
さ
と
に
緑
を
！

　

渥
美
半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
恋

路
个
浜
は
、
４
つ
の
日
本
の
百
選
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に

﹁
白は

く
し
ゃ
せ
い
し
ょ
う

砂
青
松
﹂
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は

松
く
い
虫
の
被
害
に
よ
り
松
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
白
砂
青
松
を
維
持
し
よ
う

と
、
平
成
19
年
度
か
ら
毎
年
２
月
ご
ろ

に
、
児
童
と
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
伊
良
湖
岬

周
辺
で
松
く
い
虫
に
強
い
抵
抗
性
松
の

苗
木
を
植
樹
し

て
い
ま
す
。
毎

年
３
０
０
本

ほ
ど
を
植
樹

し
、
今
で
は
約

２
８
０
０
本
ほ

ど
の
松
が
力
強

く
育
っ
て
い
ま
す
。

快
適
で
活
力
あ
る
校
区
に

　

伊
良
湖
校
区
の
将
来
像
﹁
自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
活
か
し
た
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

快
適
な
活
力
あ
る
伊
良
湖
校
区
﹂
を
目
指

し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
文
化
の
伝
承
と
自

然
環
境
の
保
全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
地

域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
笑
顔
で
結

ぶ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲協力して植樹する児童
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ

興味のある方　ぜひご参加ください！

「市民協働まちづくり事業補助金」は、市民活動団体
が提案する公益性の高い事業に対し、経費の一部

を田原市が補助する制度です。本年度は、市内の３団体
から、里山保全や観光の活性化、図書館創立 10 周年を記
念した事業の提案がありました。
　４月 28 日（土）には、これら提案事業の採択を行う公
開審査会を開催しました。各団体の思いが込もったプレゼ
ンテーションに対して、「田原市市民協働まちづくり会議」
から選出された５名の審査員が、事業の「公益性」「先駆性」などを基準に審査を行いました。
　また、当日は３つの提案事業に関係する市の担当職員も出席し、市民活動団体が提案する柔軟な発想を、市の
施策推進の参考にしようと、熱心に耳を傾けていました。
　審査の結果、今年度採択された事業は以下のとおりです。今後、各団体の事業がスタートします。市民の皆さ
んが参加できるものもありますので、興味のある方はぜひご参加ください。

◉補助金採択団体一覧
№ 団体名 事業名 補助要望額

1 里山保全　山
や ま ゆ り

遊里 みんなで楽しみ未来につなぐ里山保全活動 87,000円

2 図書館フレンズ田原 薮
やぶうち

内正幸原画展・「渡り鳥きぶん」 200,000円

3 H
ハ ッ ピ ー

appy D
ダ ブ

ub 伊良湖音楽とマーケットの祭典 85,000円

▲プレゼンテーション風景（田原文化会館）

市民活動をサポートする 市民協働まちづくり事業補助金

里山保全　山遊里 図書館フレンズ田原 Happy Dub

楽しみながら里山保全活動を行う
ボランティアグループです

　加治区自治会と連携し、身近な里山
を健全な森林として再生します。
　そして、多くの市民が利用する衣笠・
滝頭ハイキングコースの整備、自然学
習、森林資源活用など、市民が里山に
親しめる環境づくり・保全活動を続け
ます。

利用者の立場で行政と協働し、
より良い図書館づくりを行います

　動物や鳥の図鑑の画家として渥美半
島の自然の良き理解者であった薮内正
幸氏。今回は中央図書館開館 10 周年を
祝う記念事業の一つとして田原市図書
館と連携し、「渡り鳥と渥美半島」をテー
マに、田原市の自然を再考する機会を
提供します。

▶講演会：8月予定

▶原画展：未定

音楽と自然と触れ合いながら
伊良湖の地域活性化に貢献します

　大自然の中で音楽を楽しみながら、
フリーマーケットで地元の特産品など
を販売し、観光客と地元住民との交流
の場を提供します。継続的に行うこと
で、地域の活性化を図っていきます。

◉事業内容の紹介
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学校生活の
一コマを紹介

　　赤羽根小学校「環境教育」　　
　　太陽光を利用して水質浄化
　　
　赤羽根小学校では、平成23年10月に、再
生可能エネルギーである太陽光を利用し
て水質を浄化する装置を、新たに観察池へ
設置しました。この装置は、太陽光で発電
したエネルギーを利用して水をくみ上げ、
水車を回して水をきれいにしています。
　観察池は、赤羽根小学校同窓会の支援
を得て昭和52年に設置しました。池の形
は、愛知県を表し、コイやフナをはじめさ
まざまな生物が生息しています。
　昨年度から、低学年の生活科や中高学
年の理科などで観察池の活用を始めまし
た。特に再生可能エネルギー利用の学習
では、実際の装置を見ながら、効果的な省
エネ学習ができると期待しています。

　今回は、小学校での浄化活動で魅力ある学校づくりに取り
組む様子と、短縄・長縄大会の様子をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

 堀切小学校「短縄・長縄大会」
寒さに負けず目指せ新記録！

　堀切小学校では、毎年の恒例行事として、短縄大
会と長縄大会を行っています。
　２月８日には、短縄大会を開きました。前跳び・後
ろ跳び（全学年）、あや跳び（低学年）、二重跳び（中学
年以上）のそれぞれの種目で、校内新記録や自己新
記録に挑戦しました。制限時間は３分間。低学年に
は高学年が付いて、数を数えます。「がんばって！」

「まだ時間があるよ！」と、温かい声援が飛び交って
いました。高学年のような跳び方ができることが、
低学年の子どもたちの目標です。  
　また、２月23日には、たてわり班対抗で長縄大会
を開きました。全校児童が、この日のために毎日、
昼放課に練習しました。大会では、八の字跳びで３
分間を２回跳び、その合計で競いました。どの班
も、今までの練習の成果を発揮し、自分たちの記録
を更新する元気な〝堀切っ子〟の姿が見られまし
た。

◦どの子も真剣に新記録を目指しています

◦みんなでタイミングを合わせて跳びます

◦池の生物を観察する１年生たち

平成 24年 5 月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │

※再生可能エネルギーとは、太陽光や風力、水力など、何度でも
　繰り返し使うことができるエネルギーのことです

※
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

市
民
緑
花
ま
つ
り
が
は
な
の
き
広
場
と
田
原
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。苗
木
、花
苗
の
無
料

配
布
や
フ
ラ
ワ
ー
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、約
７
０
０
０

名
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、フ
ラ
ワ
ー

作
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、来
場
者
の
投
票
で
井
上
美
穂

子
さ
ん（
六
連
町
）が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲ハンギングバスケットを作る参加者たち（フラワー教室）

緑
や
花
で
あ
ふ
れ
る

わ
た
し
た
ち
の
街

４
月
15
日［
日
］

　

春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
、田
原
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
市

内
の
交
通
安
全
団
体
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
ま
し

た
。新
年
度
を
迎
え
、慣
れ
な
い
道
を
通
行
す
る
方

も
多
い
こ
の
時
期
。参
加
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ

ラ
シ
を
配
り
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
は

み
ん
な
の
願
い

４
月
６
日［
金
］

▲国道２５９号（道の駅・田原めっくんはうす周辺）でキャンペーンを実施

　

赤
十
字
親
子
防
災
教
室
が
は
な
の
き
広
場
で
行

わ
れ
、市
内
外
か
ら
親
子
な
ど
約
１
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
技
術
を

身
に
付
け
よ
う
と
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
。参
加
し

た
園
児
や
児
童
は
、真
剣
な
表
情
で
心
肺
蘇
生
法

や
炊
き
出
し
体
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲教室では自動体外式除細動器（AED）の使い方も学びました

災
害
時
に
慌
て
ず

行
動
し
よ
う

４
月
15
日［
日
］
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皆
さ
ん
は
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
ご

存
知
で
す
か
。今
回
は
、家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
あ
た
る
４
品

目
の
処
分
方
法
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
と
は

　

家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
商
品
化
）

を
メ
ー
カ
ー
に
義
務
づ
け
、
廃
家
電
製
品

の
再
商
品
化
に
よ
る
環
境
保
全
を
目
的
と

し
て
、
平
成
13
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
法

律
の
通
称
で
す
。

◉
対
象
と
な
る
品
目

＊
テ
レ
ビ

　
︵
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
液
晶
、

　

プ
ラ
ズ
マ
︶

＊
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

＊
エ
ア
コ
ン

＊
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

◉
対
象
と
な
る
品
目
の
処
分
方
法

❖
家
電
販
売
店
に
処
分
を
依
頼

　

購
入
先
、
ま
た
は
過
去
に
そ
の
製
品
を
購

入
し
た
販
売
店
へ
引
き
取
り
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
運
搬
費

用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
販
売
店
が
不
明
の
場
合
は
、
市
内
家
電
販

売
店
で
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、各
販
売
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❖
指
定
引
取
場
所
へ
運
搬

　

郵
便
局
で
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
購
入

し
、
指
定
引
取
場
所
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

※
指
定
取
引
場
所
は
、
各
家
庭
に
配
布
し

た
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
11
頁
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

家
電
４
品
目
は
、市
で
は
引
き
取
り
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。家
電
製
品
の

不
法
投
棄
は
、近
隣
へ
の
迷
惑
に
な
る
だ
け

で
な
く
、し
み
出
し
た
重
金
属
な
ど
の
有
害

物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
、環
境
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。不
法
投
棄
は
、法
律

で
固
く
禁
じ
ら
れ
、違
反
し
た
場
合
に
は
重

い
罰
則
が
か
か
り
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

◉
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を　

　

昨
年
の
夏
に
引
き
続
き
、
今
年
の
夏
も

電
力
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
の

暑
さ
対
策
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、緑
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
は
、
窓
か
ら
入
り
込
む
日
差
し
を
さ

え
ぎ
り
、
壁
や
地
面
の
表
面
温
度
の
上
昇

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期

か
ら
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

▪
植
物
の
種
類

　

ツ
タ
性
の
植
物
で

あ
れ
ば
、
緑
の
カ
ー

テ
ン
と
し
て
使
え
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、

ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ

な
ど
が
よ
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

▪
用
意
す
る
も
の

◦
苗

◦
土
・
肥
料

◦
プ
ラ
ン
タ
ー

◦
ネ
ッ
ト
・
支
柱

▪
作
り
方

1
園
芸
土
や
腐
葉
土
を
混
ぜ
て
土
を
作
り

ま
す
。
土
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
園
芸

店
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

2
苗
を
植
え
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
は
５
月
か
ら

６
月
、
ア
サ
ガ
オ
は
６
月
か
ら
７
月
が

適
期
で
す
。

₃
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
つ
る
を
誘
引
し
ま
す
。

₄
７
月
か
ら
９
月
に
花
が
咲
き
、
緑
の

カ
ー
テ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

　

今
年
も
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と

し
て
、
市
内
保
育

園
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
市
民
館
、
そ

の
他
公
共
施
設
な
ど
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
て
、
地
球
に
や
さ
し

く
快
適
な
暮
ら
し
を
始
め
て
み
て
は
い
か

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

73

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

1

◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
７
８
６
人・
事
業
所
80
か
所（
４
月
末
現
在
）
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震
度
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、＂
け
ん
ち
ゃ
ん
＂で

す
。
地
震
が
起
こ
る
と
ニ
ュ
ー

ス
や
新
聞
な
ど
で
は
、﹁
震
度
﹂
と
﹁
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
報
道
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
地
震
の
大

き
さ
を
表
す
も
の
で
す
が
、
意
味
は
異

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
違
い
を
ご

存
じ
で
す
か
。

　

今
回
は
地
震
の
規
模
を
知
る
た
め
の

基
本
と
も
い
え
る
、
こ
の
２
つ
の
言
葉

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
震
度
と
は

　

そ
の
地
点
に
お
け
る
揺
れ
の
大
き
さ

を
表
す
も
の
で
、
10
段
階
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。（
震
度
０
、１
、２
、３
、４
、

５
弱
、
５
強
、
６
弱
、
６
強
、
７
）

▪
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
︵
Ｍ
︶
と
は

　

地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
表

す
も
の
で
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
０
・
１
増
え
る

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
約
１
・
４
倍
、
１

増
え
る
と
約
32
倍
、
２
増
え
る
と
約

１
０
０
０
倍
に
な
り
ま
す
。

▪
震
度
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
違
い

　

一
般
的
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
大
き
く
て

も
震
源
が
遠
い

場
合
や
深
い
場

合
は
震
度
が
小

さ
く
、
反
対
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
が
小
さ
く
て

も
、
震
源
が
近

い
場
合
や
浅
い
場
合
は
震
度
が
大
き
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
盤
な
ど
に
よ
っ
て
も
震
度

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
情
報
を

入
手
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉グリーンメッセージ※ってどんなところ？
　愛知県と長野県の県境、標高約900mにある道の
駅つぐ高原グリーンパークに隣接しています。姉妹都
市、設楽町に田原市が建設した交流拠点施設です。
　春は、雪溶けした山々から新緑が芽吹き始め、夏は
天然のクーラーで自然の涼！秋は紅葉が目に鮮やか
で、冬は天体観測やペンション裏で行える雪ソリが人
気です。
※グリーンメッセージは「田原市ふれあいの館」の愛称

◉田原市民にお得な割引制度
　田原市の公共施設ですので、市民の皆さん（市内

在住・在勤・在
学の方）には、
お得な割引制
度があります。

詳しくは政策推進課にお問い合わせください。
◉つぐ高原グリーンパークには遊びがいっぱい
　まさにアウトドアの楽園。パーク内には、パターゴルフ
場（田原市の施設）やオートキャンプ場、バンガローな
どが整備されていま
す。中でも夏休み期
間中のニジマスのつ
かみ取りは大人気。
捕らえたニジマス
は、場内の専用焼き
場で食べられます。（要予約）

M ６．０

M ７．０

※マグニチュード 7.0 の
地震は、マグニチュード
6.0 の地震の約 32 倍のエ
ネルギーを持つ

◎洋室１泊２日（田原市民料金）
区分 ２食付き 食事なし

高校生以上 5,700円 1,700円
小・中学生 4,100円 1,150円

■国内外との交流・多文化共生

●大きな揺れ（震度大）

震源

距離が近い
※マグニチュードの大きさに
かかわらず、震源からの
距離が近いと震度が大
きくなることがあります。

津具高原ペンション　グリーンメッセージ
姉妹都市、設楽町との交流拠点施設「グリーンメッセージ」をご紹介します。

●お問い合わせ
・田原市役所 政策推進課☎23局3507
・グリーンメッセージ（田原市ふれあいの館）
 ☎（0536）83局2343　  http://juns-kitchen.com/　
・道の駅つぐ高原グリーンパーク☎（0536）83局2344
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円　

▼
選
考

方
法
＝
面
接

（
詳
細
は
後

日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
・

田
原
文
化
会
館
・
渥
美
支
所
地
域
課
に
あ

る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出▼
生
涯
学
習
課
（
田
原
文
化
会
館
）

☎
22
局
６
０
６
１　

22
局
６
４
５
５

▼
地
域
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

　

省
エ
ネ
対
策
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
料

理
教
室
な
ど
、
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
の
活
動
、
勉
強
会
見
学
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お

気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
く
ら
し

の
向
上
に
関
心
を

持
つ
市
内
在
住
の

方　

▼
会
費
＝
年
額
１
０
０
０
円

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
８

月
１
日
～
平
成
25
年
１
月
31
日　

▼
対
象

＝
パ
ソ
コ
ン
が
扱
え
る
方
で
、
土
・
日
曜

日
・
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方　

▼
勤
務
場

所
＝
赤
羽
根
文
化
会
館　

▼
業
務
内
容
＝

受
付
・
事
務
補
助
、
施
設
管
理
補
助
な
ど

▼
勤
務
形
態
＝
週
４
日
以
内
（
月
曜
日
を

除
く
／
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
一
日
勤
務
の

場
合
）
／
午
前
８
時
30
分
～
正
午
（
午
前

勤
務
の
場
合
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
７
０

　

鳥
羽
伊
良
湖
航
路（
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
）

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
効
果
的
な
取

り
組
み
を
行
う
団
体
な
ど
に
対
し
て
、
経

費
を
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
利
用
促
進

に
つ
な
が
る
活
動
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体
＝
住
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
な
ど　

▼
対
象
事
業
＝
鳥
羽
伊
良
湖
航

路
利
用
促
進
の
た
め
に
行
う
効
果
的
な
活

動　

▼
対
象
と
な
る
活
動
の
実
施
期
間
＝

平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）
ま
で　

▼
助

成
額
＝
１
事
業
に
つ
き
上
限
20
万
円

▼
募
集
期
間
＝
６
月
15
日
（
金
）
ま
で

※
必
着　

▼
申
し
込
み
＝
商
工
観
光
課
で

配
布
す
る
申
請
書
（
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活

性
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
な
ど
の
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
商
工
観
光
課
へ
直
接
ま
た
は
郵

送　

▼
審
査
方
法
＝
書
類
審
査
に
よ
り
選

考　

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◦
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
活
性
化
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toba.m

ie.jp/
tobairago/tobairagokouro.htm

▼
商
工
観
光
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
愛
知
県

で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
環
境
に
つ
い
て

の
関
心
を
広
め
、
環
境
保
全
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、「
県
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
11
日
（
月
）
午
後
１
時
30

分
～　

▼
会
場
＝
愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
（
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）（
名
古
屋
市
東

区
）
▼
内
容
＝
環
境
保
全
関
係
功
労
者
表

彰
式
お
よ
び
講
演
「
エ
ジ
プ
ト
文
明
か
ら

み
た
地
球
環
境
」
／
講
師
：
吉
村
作
治
氏

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・
エ
ジ
プ
ト
考

古
学
者
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
定
員

＝
８
０
０
名
（
先
着
順
）　

※
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
環
境
部
環
境
活
動
推
進
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
０
８

田
原
市
臨
時
職
員

赤
羽
根
文
化
会
館
業
務

環
境
月
間
県
民
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の

利
用
を
促
進
す
る
活
動
提
案

田
原
市
生
活
学
校　

会
員

平成 24年 5 月15日   　  　　　　　　　　│ 10 │

◉
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
金
か
ら
９
月
30
日
日
ま

で
を
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
期
間
と
し
、
職

員
は
軽
装
で
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。



　

里
親
の
体
験
発

表
お
よ
び
里
親
制

度
の
説
明
を
行
い

ま
す
。
里
親
制
度

に
つ
い
て
興
味
関

心
の
あ
る
方
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
定
員
＝
80
名
程
度

（
申
し
込
み
不
要
）　

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
日
時
＝
６
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所
＝
愛
知
県
東
三
河
総

合
庁
舎　

大
会
議
室
（
２
階
）　

▼
そ
の

他
＝
託
児
あ
り

▼
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
６
４
６
５

▪
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

～
特
許
期
間
を
経
過
し
た
新
薬
と
同
じ
有
効

成
分
を
持
つ
薬
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
～

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
よ
り

価
格
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

品
質
や
安
全
性
に
つ
い
て
も
、
薬
事
法
の

厳
正
な
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
い
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。

対
象
の
方
に
は
６
月
１
日
ま
で
に
受
診
券

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
年
に
１
度
は
健
診
を
受

け
、自
分
の
体
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
、
田
原
市
国
民
健
康

保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

昭
和
12
年
５
月
～
９
月
生
ま
れ
の
方
に

は
、
誕
生
月
の
翌
月
末
に
受
診
券
が
届
き

ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

施
設
の
有
効
活
用
お
よ
び
節
電
対
策
の

一
環
と
し
て
、
一

部
の
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
早
朝
開

放
を
実
施
し
ま
す
。

▼
開
放
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
央
・

滝
頭
公
園
・
渥
美
運
動
公
園
）
／
野
球
場

（
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
）

／
多
目
的
広
場
（
滝
頭
公
園
・
緑
が
浜
・

渥
美
運
動
公
園
・
赤
羽
根
文
化
広
場
）

▼
開
放
期
間
／
曜
日
＝
６
月
15
日
（
金
）

～
９
月
15
日
（
土
）
／
原
則
、
火
～
日
曜

日　

▼
開
放
時
間
＝
午
前
６
時
～
９
時　

▼
使
用
料
＝
各
施
設
の
規
定
の
使
用
料　

▼
申
し
込
み
＝
各
施
設
の
窓
口
で
直
接
申

し
込
み
（
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
受
付
開
始
日
＝
６
月
１
日
（
金
）

▼
生
涯
学
習
課
（
田
原
文
化
会
館
内
）　

☎
22
局
６
０
６
１　

22
局
６
４
５
５

◉
未
来
に
残
そ
う
青
い
海

◦
吸
殻
、
釣
り
糸
な
ど
を
海
に
ポ
イ
捨
て

し
な
い

●
弁
当
容
器
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
は
持

ち
帰
る

●
使
用
し
な
く
な
っ
た
ボ
ー
ト
は
放
置
せ

ず
、
適
正
に
処
分
す
る

◉
海
洋
汚
染
も
１
１
８
番

　

海
へ
の
ご
み
投
棄
や
海
洋
汚
染
、
海
で

の
事
件
・
事
故
を
見
か
け
た
ら
、
１
１
８

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）32
局
６
６
９
９

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
４
月
９
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

20
万
円
。

▼
４
月
18
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
万
円
。

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

夏
季
早
朝
開
放
し
ま
す

海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

６
月
１
日
㊎
～
30
日
圡

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か

６
月
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

普
及
啓
発
強
化
月
間
で
す
！

里
親
養
育
体
験
発
表
会　

参
加
者

電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日㊎から１０日㊐まで

守ろう！電波のルール

電波を使うには免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談は☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ・ラジオの受信相談は☎（０５２）９７１局９６４８
　　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/
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N
o.714 平

成
24

年
5

月１
5

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

時
は
移
り
平
安
時
代
。
都
の
貴
族
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
に
、
渥
美
半
島
の
貝

が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
し
ら
な
み
の
　
い
ら
ご
か
崎
の
わ
す
れ

　
貝
　
人
わ
す
る
と
も
　
我
わ
す
れ
め
や

●
な
ぐ
さ
め
に
　
ひ
ろ
へ
ば
袖
ぞ
　
ぬ
れ

　
ま
さ
る
　
い
ら
ご
か
崎
の
　
わ
す
れ
貝

　

こ
の
歌
に
詠
ま
れ
る
「
わ
す
れ
貝
」
は
、

薄
紫
の
美
し
い
色
で
古
代
か
ら
人
々
を
魅

了
し
、
香
を
入
れ
る
容
器
に
も
使
わ
れ
ま

し
た
。
現
在
で
も
、
伊
良
湖
を
は
じ
め
と

す
る
表
浜
の
海
岸
で
拾
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、平
安
時
代
の
歌
人
の
西
行
も
「
あ

こ
や
と
る　
い
か
ひ
の
か
ら
を
　つ
み
お
き

て
　
た
か
ら
の
あ
と
を
　
み
す
る
な
り
け

り
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
真
珠

を
採
る
た
め
の
イ
ガ
イ
の
貝
が
ら
が
積
み

重
な
っ
た
様
子
の
歌
で
す
が
、
本
当
に
平

安
時
代
に
真
珠
を
採
っ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

江
戸
時
代
の
地
理
書
「
参み

か
わ河
の
国く

に

名め
い
し
ょ所

図ず

え絵
」
に
は
、
渥
美
半
島
の
産
物
に
、
ア

サ
リ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現

在
の
豊
橋
市
大
崎
町
に
つ
い
て
は
、「
串

あ
さ
り　

当
所
の
名
産
な
り
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
ま
す
。
串
あ
さ
り
は
、
江
戸
時

代
に
田
原
へ
来
た
渡
辺
崋
山
も
食
べ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
「
石い

し
が
い貝
（
忘わ

す
れ
が
い貝
）、
胎い

貝か
い
の

鮨ず
し

︹
保

存
の
た
め
塩
と
飯
で
熟
成
さ
せ
た
︺」
に
つ

い
て
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昔

は
表
浜
で
拾
え
た
ハ
マ
グ
リ（
実
際
は
チ
ョ

ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
）
は
白
い
碁
石
に
使
用

さ
れ
、「
伊い

良ら

胡ご

白じ
ろ

と
呼
ば
れ
、
那な

智ち

黒ぐ
ろ

と

並
び
称
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
の
終
わ
り
に
は
、
安

政
の
大
地
震
の
津
波
被
害
の
対
策
と
し

て
、
貝
が
ら
で
堤つ

つ
み

を
築
い
た
「
貝
が
ら
ぼ

た
」（
堀
切
町
）
な
ど
、
貝
の
話
題
に
は

事
欠
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
で
も
、
記
録
に
出
て
く
る
貝
以
外

に
も
、
タ
カ
ラ
ガ
イ
や
サ
ク
ラ
ガ
イ
な
ど

の
心
を
奪
わ
れ
る
美
し
い
貝
を
海
岸
で
拾

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
渥
美
半
島

は
貝
に
恵
ま
れ
た
半
島
で
す
。
そ
れ
は
、

内
湾
、太
平
洋
、干
潟
、岩
礁
、砂
浜
な
ど
、

多
様
な
海
の
環
境
に
恵
ま
れ
た
日
本
で
も

稀
に
み
る
地
勢
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
食
生
活
ば
か

り
で
な
く
、
渥
美
半
島
の
特
産
品
と
し
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
貝
。
こ
れ
ら

の
資
源
の
価
値
を
認
め
て
き
た
私
た
ち
の

先
輩
に
、感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
何
よ
り
も
感
謝
し
な
け
れ
ば
な

　

貝
づ
く
し
渥
美
２

ら
な
い
の

は
、
こ
の

豊
富
な
貝

を
は
ぐ
く

ん
で
き
た

渥
美
半
島

の
自
然
で

す
。

　

渥
美
半

島
と
貝
の

つ
な
が
り
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
改
め
て

「
貝
づ
く
し
渥
美
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見

て
、
ま
す
ま
す
貝
の
あ
り
が
た
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
束

▼
田
原
市
内
で
も
数
多
く
生

産
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
。花
言
葉
は
、赤
色
は

「
母
へ
の
愛
」、ピ
ン
ク
色
は「
感
謝
」

な
ど
、色
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ
そ

う
で
す
。広
報
を
編
集
し
て
い
て
思

う
の
は
、読
者
の
皆
さ
ん
の
こ
と
。さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
情
報
を
く
だ
さ

る
こ
と
へ
、日
ご
ろ
の「
感
謝
」の
気

持
ち
を
込
め
て（
Ｏ
）
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▲「貝づくし渥美」リーフレット

▲表浜で拾ったワスレガイ

※
那
智
黒
⋮
三
重
県
の
熊
野
那
智
地
方
の
海
浜

に
産
す
る
光
沢
の
あ
る
黒
石
で
、
碁
石
な
ど

に
加
工
さ
れ
た


